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発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
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ﾒｰﾙ：edogawa_kenkou_tomonokai@nankatu.or.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

憲
法
施
行
か
ら

76
年
を
迎
え
た

５
月
３
日
・
憲
法
記
念
日
に
有
明

防
災
公
園
で
「
２
０
２
３
憲
法
大

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
２
万
５
千

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
岸
田

政
権
が
憲
法
を
無
視
し
軍
拡
路
線

を
突
き
す
す
む
な
か
、「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
」
「
憲
法
９
条
こ
そ
最

大
の
安
全
保
障
」
と
、
友
の
会
の

バ
ス
で
の
参
加
を
広
く
呼
び
か
け

ま
し
た
。

東
都
協
議
会

が
チ
ャ
ー
タ
ー

し
た
バ
ス
は
江

戸
川
友
の
会
か

ら

29
名
、
江
東

友
の
会
か
ら

15

名
の
参
加
者
を
乗
せ
会
場
へ
向
か

い
ま
し
た
。

会
場
入
り
口
近
く
で
「
守
ろ
う

憲
法
！
平
和
・
い
の
ち
・
く
ら

し
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
も
ら
い
、
進
む
と
す
で
に
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
各
ス
テ
ー
ジ

か
ら
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

江
戸
川
、
江
東
、
足
立
の
友
の

会
が
共
に
集
い
、
芝
生
に
シ
ー
ト

を
広
げ
昼
食
を
。
爽
や
か
な
晴
れ

で
久
し
ぶ
り
の
大
規
模
な
集
会
参

加
に
友
の
会
々
員
も
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
し
た
。

集
会
で
は
実
行
委
員
会
の
高
田

健
さ
ん
が
「
岸
田
政
権
は
専
守
防

衛
を
放
棄
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

保
有
な
ど
戦
争
の
準
備
を
し
て
い

る
、
戦
争
の
準
備
を
し
た
ら
戦
争

を
し
た
く
な
る
ん
で
す
。
私
た
ち

が
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
平

和
の
準
備
で
す
」
と
言
い
「
岸
田

は
自
分
の
任
期
中
の
来
年
９
月
ま

で
に
国
民
投
票
を
終
え
る
と
宣

言
。
許
せ
ま
す
か
？
み
な
さ

ん
！
」
と
訴
え
「
私
た
ち
は
憲
法

集
会
に
集
ま
っ
た
こ
の
力
で
団
結

し
、
国
民
投
票
な
ど
絶
対
に
さ
せ

な
い
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
各
界
３
人
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
「
新
た
な
戦
前
に

さ
せ
な
い
」
「
憲
法
を
守
り
生
か
そ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

護
憲
野
党
の
国
会
議
員
４
人
も

連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

集
会
は
リ
レ
ー
ト
ー
ク
や
行
動

提
起
へ
と
続
き
そ
の
あ
と
パ
レ
ー

ド
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
友
の

会
は
集
会
終
了
と
と
も
に
バ
ス
で

帰
り
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
川
健

康
の
友
の
会
か
ら
は
バ
ス
、
電
車

な
ど
で
の
参
加
を
含
め
約

50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

（
森
岡
）

〝あ
ら
た
な
戦
前
〟に
さ
せ
な
い
決
意

5.3
憲
法
大
集
会
に
バ
ス
で
参
加

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年5月10日 第128号

プラカードを手に
改憲反対の決意新た戦

争
は
絶
対
だ
め
!
外
交
努
力
で
平
和
を

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
大
型
バ
ス
で
の
送
迎
を
セ
ッ
ト
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
は
地
域
の
九
条
の
会
の
方
た
ち
と
共
に

電
車
で
。
改
憲
反
対
、
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対
の
声
を
あ
げ
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い
で
。

私
は
「
馬
毛
島
へ
の
米
軍
施
設
に
反
対
す
る
市
民
・
団
体
連

絡
会
」
の
前
園
さ
ん
の
訴
え
に
「
ま
さ
に
戦
前
だ
」
と
恐
ろ
し

く
な
り
ま
し
た
。
島
民
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
基
地
強
化
や
南

西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
配
備
を
強
行
し
て
い
る
現
実
を
も
っ

と
も
っ
と
マ
ス
コ
ミ
は
知
ら
せ
て
ほ
し
い
！

と
に
か
く
、
戦
争
は
絶
対
だ
め
。
「
軍
拡
で
は
な
く
、
外
交

努
力
で
平
和
を
！
」
「
軍
事
費
で
は
な
く
、
暮
ら
し
に
ま
わ
せ
！
」

と
声
を
張
り
上
げ
、
行
進
し
ま
し
た
。
（
清
新
町

太
田
美
音
）
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

侍
ジ
ャ
パ
ン
世
界
一
ス
マ
ホ
片
手
に
花
見
酒

満
開
の
雨
降
桜
傘
の
花江

戸
川

長
沢
常
良

荒
雲
を
引
い
て
二
重
の
初
夏
の
虹

雨
足
の
激
し
く
な
り
し
著
莪
の
花

し
ゃ
が

公
園
の
孤
島
の
ご
と
き
植
田
か
な

ね
ん
ご
ろ
な
告
別
の
辞
や
柿
の
花

片
栗
の
花
は
四
日
の
命
か
な

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

広
島
で
語
れ
る
の
か
い
核
禁
止

広
島
か
ら
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
が
去
っ
て
い
く

本
は
読
ま
ず
に
Ａ
Ｉ
で
書
く
感
想
文

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

掛
け
違
っ
た
ボ
タ
ン
平
気
な
ご
当
人

式
場
も
ド
レ
ス
も
決
め
て
後
は
彼

窓
か
ら
の
四
季
を
薬
に
退
院
日

孫
抱
け
ば
ど
う
で
も
い
い
や
手
順
な
ど

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

石
段
の
隙
に
小
さ
な
花
の
咲
く
健
気
に
生
き
る
朝
の
す
が
し
さ

孫
の
メ
モ
「
剣
道
に
負
け
た
」
と
記
し
て
あ
り
今
日
の
稽
古
日
キ
リ
リ
と
出
か
く

「
あ
り
が
と
う
」
の
貼
り
紙
ゆ
れ
て
茶
屋
閉
じ
ぬ
新
茶
の
香
る
季
節
が
く
る
に

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

妹
と
や
っ
と
会
え
た
わ
二
年
ぶ
り
積
る
話
で
日
が
暮
れ
る

私
の
生
ま
れ
た
故
郷
は
、
群

馬
県
の
南
西
部
の
山
間
に
位
置

す
る
甘
楽
郡
（
か
ん
ら
ぐ
ん
）
南

牧
村
（
な
ん
も
く
む
ら
）
で
す
。

下
仁
田
Ｉ
Ｃ
か
ら

20
分
ほ
ど
奥

に
行
っ
た
と
こ
ろ
。
隣
接
し
た

長
野
県
の
南
佐
久
郡
に
あ
る
同

じ
漢
字
表
記
の
南
牧
村
は
「
み

な
み
ま
き
む
ら
」
と
い
い
ま
す

が
、
他
県
の
人
に
は
其
処
と
よ

く
間
違
わ
れ
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ

も
、
信
号
も
な
い
。
１
６
０
０

人
あ
ま
り
の
人
口
の
う
ち
、
65

歳
以
上
が
占
め
る
割
合
は

66
・

22
％
（
２
０
２
１
年
時
）
。
村
民

の
３
分
の
２
が
高
齢
者
で
、
９

年
前
に
は
民
間
研
究
機
関
か
ら

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
名
指
し

さ
れ
た
、
高
齢
化
率
日
本
一
と

い
わ
れ
る
村
で
す
。

か
つ
て
は
養
蚕
や
蒟
蒻
の
栽

培
で
栄
え
た
南
牧
村
は
、
豊
か

な
自
然
と
人
の
あ
た
た
か
さ
が

残
る
村
で
す
。
こ
の
春
、
用
事

が
あ
っ
て
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
帰

省
し
ま
し
た
。
近
く
の
山
々
に

は
、
桜
や
桃
の
花
が
咲
き
、
新

芽
の
薄
黄
緑
の
新
緑
と
交
わ
っ

て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
美
し
い
光

景
が
目
に
映
り
、
心
が
洗
わ
れ

る
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

冬
で
も
積
雪
に
み
ま
わ
れ
る

こ
と
の
少
な
い
低
山
が
連
な
る

南
牧
村
の
山
々
は
、
一
年
中
山

登
り
が
楽
し
め
ま
す
。

村
内
に
は
大
小
合
わ
せ

20
以

上
の
滝
が
あ
り
「
滝
の
名
所
」

巡
り
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
コ
ー
ス
が
味
わ
え
ま
す
。

「
ぐ
ん
ま
百
名
山
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）
岳
、

黒
滝
山
、
鹿
（
か
な
）
岳
、
小
沢

岳
、
立
岩
（
た
つ
い
わ
）
な
ど

は
、
小
中
学
生
の
頃
、
運
動
靴

一
つ
で
よ
く
登
り
ま
し
た
。
上

京
し
て
か
ら
も
幾
度
か
行
き
ま

し
た
が
、
直
登
の
道
で
昔
の
よ

う
に
簡
単
に
は
登
れ
な
か
っ
た

印
象
が
あ
り
ま
す
。

帰
省
の
機
会
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
水
清
く
、
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
郷
里
の
村
は
い
つ

ま
で
も
良
い
思
い
出
と
し
て
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

群馬県

北葛西 水澤 博

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 15時

●葛西みなみ診療所５ F

●裁縫道具および飲み物・

昼食は各自持参。

着物リメイクの会

介護保険講座をひらく
熟年相談室「みどりの里」

地域の方、友の会々員も参加

憲
法
集
会
に
参
加
し
て

南
葛
西

桜
井
喜
美
子

清
々
し
い
五
月
晴
れ
の
一
日
を
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
お
弁
当
を
食
べ
終
え
、

一
時
か
ら
の
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

室
蘭
工
業
大
学
教
授
の
清
末
愛
砂
さ

ん
の
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
は
、
働
く
若
い

人
の
持
続
可
能
な
小
さ
な
幸
せ
、
日
常

を
形
成
す
る
小
さ
な
幸
せ
は
、
時
給
一

五
〇
〇
円
以
上
な
い
と
、
実
現
で
き
な

い
と
、
憲
法
25
条
に
ふ
れ
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

私
は
、
今
年
11
才
に
な
っ
た
双
子
の

男
の
子
の
マ
マ
で
あ
る
娘
の
長
時
間
労

働
を
憂
い
て
、
憲
法
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

夕
食
づ
く
り
は
同
居
の
姑
に
依
存
し
、

残
業
が
９
時
過
ぎ
ま
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
に
勤
め
る
娘
や
、
女
性
た
ち
の
権

利
と
子
ど
も
の
幸
せ
の
為
に
、
働
く
人

の
立
場
に
た
っ
た
働
き
方
改
革
が
今
す

ぐ
必
要
で
す
。
そ
れ
が
非
婚
少
子
化
を

防
ぐ
緊
急
課
題
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。

「
軍
事
力
を
増
大
さ
せ
る
政
権
に
、

声
を
出
し
て
い
こ
う
！
」
と
２
万
５
千

人
の
大
集
会
に
な
っ
た
力
を
、
も
っ
と

大
き
く
せ
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。

エッセイ

南
葛
西
に
あ
る
熟
年
相
談
室

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

は
４
月
18
日
健
康
友
の
会
と
協

力
し
て
「
知
っ
て
得
す
る
介
護

保
険
講
座
」
を
開
き
ま
し
た
。

葛
西
み
な
み
診
療
所
の
あ
る
ビ

ル
５
階
に
は
近
く
の
高
齢
の
方

20
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

熟
年
相
談
室
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
（
長
谷

川
真
さ
ん
と
石
川
し
の
ぶ
さ
ん
）

が
講
師
と
な
っ
て
、
介
護
保
険

で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
利

用
の
し
か
た
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

い
ま
熟
年
相
談
室
で
は
日
・

祝
日
を
除
い
て
９
時
か
ら
18
時

ま
で
、
高
齢
者
の
自
立
し
た
生

活
支
援
や
利
用
者
の
権
利
を
守

る
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
、
高

齢
者
の
虐
待
の
早
期
発
見
・
予

防
、
相
談
な
ど
も
受
け
て
い
る

こ
と
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た

方
、
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ

れ
の
高
い
方
が
、
よ
り
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
介
護

プ
ラ
ン
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
区
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
の
紹
介
と
利
用
申
し
込
み

に
つ
い
て
の
説
明
も
さ
れ
ま
し

た
。

（
黒
木
）

編
集
後
記

▼
今
号
の
〝
友

の
会
だ
よ
り
〟
は
５
・
３
憲
法

大
集
会
へ
の
参
加
記
事
を
掲
載

す
る
た
め
、
締
め
切
り
を
５
日

ほ
ど
延
ば
し
た
た
め
、
急
ぎ
の

編
集
作
業
・
連
休
中
の
発
行
作

業
に
な
り
ま
し
た
▼
ま
た
今
号

は
「
核
兵
器
禁
止
か
ら
廃
絶

へ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
崎
哲

さ
ん
の
講
演
ビ
ラ
、
戦
争
さ
せ

な
い
江
戸
川
の
会
主
催
の
講
演

会
や
「
地
球
温
暖
化
か
ら
生
命

と
環
境
を
守
る
集
い
」
の
案
内

ビ
ラ
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
▼

そ
し
て
「
遥
か
な
る
絆
」
の
最

終
上
映
会
、
「
つ
な
が
り
カ

フ
ェ
」
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た

と
思
い
ま
す
。
ど
れ
も
友
の
会

活
動
と
深
く
結
び
つ
い
た
も
の

で
す
。

（
黒
木
）

豊
か
な
自
然
と

人
の
あ
た
た
か
さ
が
残
る
田
舎

みんなの居場所
（手芸・小物づくり他）

●毎週 火・木

10 時～ 15時

●場所：一之江内科４ F

●問合せ：桜井まで

一之江センター

友
の
会
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
総
会
を
次
の
よ
う
に

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
次
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時

２
０
２
３
年

６
月

24
日
（
土
）
13
時
～
17
時

場
所

葛
西
み
な
み
診
療
所
ビ
ル
５
階
ホ
ー
ル

●
記
念
講
演

講
師
：
窪
田
光
（
東
京
社
保
協
事
務
局
長
）

（
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
）

※
総
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

第14回

友の会総会日程

お知らせ

鶴舞う形の群馬県

介護の利用と申し込みについてお話をする
「南葛西熟年相談室」の長谷川さんと石川さん
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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

憲
法
施
行
か
ら

76
年
を
迎
え
た

５
月
３
日
・
憲
法
記
念
日
に
有
明

防
災
公
園
で
「
２
０
２
３
憲
法
大

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
２
万
５
千

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
岸
田

政
権
が
憲
法
を
無
視
し
軍
拡
路
線

を
突
き
す
す
む
な
か
、「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
」
「
憲
法
９
条
こ
そ
最

大
の
安
全
保
障
」
と
、
友
の
会
の

バ
ス
で
の
参
加
を
広
く
呼
び
か
け

ま
し
た
。

東
都
協
議
会

が
チ
ャ
ー
タ
ー

し
た
バ
ス
は
江

戸
川
友
の
会
か

ら

29
名
、
江
東

友
の
会
か
ら

15

名
の
参
加
者
を
乗
せ
会
場
へ
向
か

い
ま
し
た
。

会
場
入
り
口
近
く
で
「
守
ろ
う

憲
法
！
平
和
・
い
の
ち
・
く
ら

し
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
も
ら
い
、
進
む
と
す
で
に
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
各
ス
テ
ー
ジ

か
ら
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

江
戸
川
、
江
東
、
足
立
の
友
の

会
が
共
に
集
い
、
芝
生
に
シ
ー
ト

を
広
げ
昼
食
を
。
爽
や
か
な
晴
れ

で
久
し
ぶ
り
の
大
規
模
な
集
会
参

加
に
友
の
会
々
員
も
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
し
た
。

集
会
で
は
実
行
委
員
会
の
高
田

健
さ
ん
が
「
岸
田
政
権
は
専
守
防

衛
を
放
棄
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

保
有
な
ど
戦
争
の
準
備
を
し
て
い

る
、
戦
争
の
準
備
を
し
た
ら
戦
争

を
し
た
く
な
る
ん
で
す
。
私
た
ち

が
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
平

和
の
準
備
で
す
」
と
言
い
「
岸
田

は
自
分
の
任
期
中
の
来
年
９
月
ま

で
に
国
民
投
票
を
終
え
る
と
宣

言
。
許
せ
ま
す
か
？
み
な
さ

ん
！
」
と
訴
え
「
私
た
ち
は
憲
法

集
会
に
集
ま
っ
た
こ
の
力
で
団
結

し
、
国
民
投
票
な
ど
絶
対
に
さ
せ

な
い
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
各
界
３
人
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
「
新
た
な
戦
前
に

さ
せ
な
い
」
「
憲
法
を
守
り
生
か
そ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

護
憲
野
党
の
国
会
議
員
４
人
も

連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

集
会
は
リ
レ
ー
ト
ー
ク
や
行
動

提
起
へ
と
続
き
そ
の
あ
と
パ
レ
ー

ド
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
友
の

会
は
集
会
終
了
と
と
も
に
バ
ス
で

帰
り
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
川
健

康
の
友
の
会
か
ら
は
バ
ス
、
電
車

な
ど
で
の
参
加
を
含
め
約

50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

（
森
岡
）

〝あ
ら
た
な
戦
前
〟に
さ
せ
な
い
決
意

5.3
憲
法
大
集
会
に
バ
ス
で
参
加

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年5月10日 第128号

プラカードを手に
改憲反対の決意新た戦

争
は
絶
対
だ
め
!
外
交
努
力
で
平
和
を

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
大
型
バ
ス
で
の
送
迎
を
セ
ッ
ト
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
は
地
域
の
九
条
の
会
の
方
た
ち
と
共
に

電
車
で
。
改
憲
反
対
、
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対
の
声
を
あ
げ
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い
で
。

私
は
「
馬
毛
島
へ
の
米
軍
施
設
に
反
対
す
る
市
民
・
団
体
連

絡
会
」
の
前
園
さ
ん
の
訴
え
に
「
ま
さ
に
戦
前
だ
」
と
恐
ろ
し

く
な
り
ま
し
た
。
島
民
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
基
地
強
化
や
南

西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
配
備
を
強
行
し
て
い
る
現
実
を
も
っ

と
も
っ
と
マ
ス
コ
ミ
は
知
ら
せ
て
ほ
し
い
！

と
に
か
く
、
戦
争
は
絶
対
だ
め
。
「
軍
拡
で
は
な
く
、
外
交

努
力
で
平
和
を
！
」
「
軍
事
費
で
は
な
く
、
暮
ら
し
に
ま
わ
せ
！
」

と
声
を
張
り
上
げ
、
行
進
し
ま
し
た
。
（
清
新
町

太
田
美
音
）


